
　わたしは、じゆうけんきゅうをなににするか考えてて、
こまっていたら、てっぽうをつくる日がきて、つくってみ
たら楽しくて、じゆうけんきゅうをゴムゴムでっぽうにし
ようと、思います。みんなで楽しいこうさくができてとて
もうれしかったから、らい年もやりたいなと思いました。

東門前小学校　２年　東谷　明莉

　わたしは、ゴムゴムてっぽうをつくったときは、むずか
しいところもあればかんたんですらすらできることも
あったからじょうずにできることがたくさんあって、つく
りおわってからじぶんがつくったゴムゴムてっぽうであ
そんで、とてもたのしかったのでらい年もやりたいです。

東門前小学校　２年　小西　未久

　わたしは、ダンボールでてっぽうをつくりました。むず
かしかったのは、カッターをつかうとこでした。ハサミを
つかってつくりました。ボンドをつかうのもむずかしかっ
たです。たのしかったのは、ためしとばしで、シールやお
りがみをはるのもたのしかったです。また作りたいです。

東門前小学校　２年　斉藤　更紗

工 作 教 室工 作 教 室
令和５年７月２９日（土）
大師支所会議室

　ゴムゴム鉄砲を作って見ていろいろ学んだり、楽しんだりすることができました。
　最初は、すごく緊張しました。だけど、指導員の人がいっしょに手伝ってくれました。途中で黒
い折り紙が不足してしまったけど、指導員の方々が探すのをいっしょにしてもらいました。折り
紙を貼るときのコツなどもおそわりました。また、最後に射的もやりました。でも６年生は、一人
だけだったので、一番最後でした。なので、ぼくがほしかったカービーのぬいぐるみをとられて
しまいました。けれど、ぼくの番になると、じぶんの作った鉄砲でミニオンのぬいぐるみを当てる
ことができました。
　このように、最初に自分の手で作り、後から作ったゴムゴム鉄砲で遊ぶことができて、楽し
かったです。今後も、このような企画をぜひ開催してほしいと思いました。

殿町小学校　６年　佐藤　匠真

　自慢の作品を手にポーズ

　ゴムゴム鉄砲の的当て　

ゴムゴム鉄砲を作って見て
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７･８月に盆踊りなど公園のパトロールを行いました

７月１６日（日）、２９日（土）

中央 大師 田島
７月２回、８月３回 ７月１３日（木）、２８日（金）

愛のパトロール愛のパトロール愛のパトロール

大師地区青少年指導員会　会長　清水善之

大師公園で音楽イベント大師公園で音楽イベント大師公園で音楽イベント大師公園で音楽イベント

　大師地区青少年指導員会は、大師公園を市民発案で様々なイベントに活用
する実証実験に賛同し、音楽イベント「ゆるライブ」を６月１０日に実施しました。
　実証実験の最初の説明会に呼ばれたのは本番の４ヵ月前でした。その頃の
大師公園は、指導員でパトロールした際に、飲酒してたむろする集団に逢うこ
とがあり、問題視しておりました。健全なイベントは、そんな空気を一新するチャ
ンスですし、市民祭りの「夢ライブ」に繋げたい思いを込めて、「ゆるライブ」
と名付けて準備を進めました。　

　台風で１週延期して開催となり、雨が上がって公園の緑が
美しい中、ジャズコーラス、西洋中世音楽、ギター弾語りと、
明るい公園に似合う音楽を届けられたと思います。私もギ
ターで出演させていただきました。ライブの締めくくりは「夢
ライブ」に出演経験のある井坂海音さんの熱唱で、大いに盛
り上がりました。出演者の方から「きれいな公園で歌えて気
持ちよかった」との感想を頂き誇らしく思いました。

開 催

演奏する清水会長　
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　７月２５日（火）に「子どもたちの健全育成に向けて」
と題し､大師こども文化センター櫻井館長による講演
会が開催されました。乳幼児親子～中高生に向けた
多様な取り組みにより､多くの子どもたちにとっての
達成感を与え､主体性のある人間育成に役立ってい
ると感じました。更に昨今の青少年の問題行動の増
加が懸念されているとの事、私達ができる事として
「1０代とは？」をもう一度振り返り、大人一人ひとり
が１０代の特性を理解し､どんな子も置き去りにしな
いという思いでいる事が青少年が安心して過ごせる
環境作りになるのではないか､そして家庭と地域、学
校がお互いに補い合う関係を構築する事が子どもた
ちを支える大人の役割と感じました。どんな子にも
出番があり､認められ､お互いに支え合い共に育つ、
それが地域力です｡人が好き、地域が好きと言える
社会を目指し､青少
年指導員として日々
活動していきたいで
す。櫻井館長の言葉
「笑顔を！」　全ての大
人に聴いて欲しい素
敵な講演会でした。

大師地区青少年指導員　飯島 亜希子
青少年問題講演会

　６月３日（土）田島こども文化センターにて、小学生１８人、中学生１人、
大人２人が参加し、ボッチャ大会を開催しました。前半戦は楽しくルールを
学びながら、後半戦は真剣な表情で対戦していました。
　ぜひ、来年２月に開催するこども文化センター対抗ボッチャ大会に参加して、
優勝を目指して頑張ってもらいたいです。

　私はボッチャ大会に参加しました。小さい子から大人の方まで参加し
ていました。とても分かりやすく、みんな楽しそうで盛り上がっていま
した。私も数回しかボッチャをしたことがなかったけれど、とても分か
りやすくて楽しかったです。そして、青少年指導員の方々や中山さんと
たくさんの方といっしょにボッチャができてうれしかったです。また青
少年指導員の方々やみんなとボッチャ大会をしたいです。青少年指導
員の方々、いっしょにボッチャをしてくれてありがとうございました。

渡田小学校　５年　昌原　梨奈

　７月２日（日）に大師地区青少年指導員新任研修
会を東門前 1,2 丁目町内会館で開催しました。研
修会では「夕焼け」というヤングケアラーをテーマ
にした映画を鑑賞、意見交換を行いました。ヤング
ケアラーとは病気や障がいのある家族や親族の介
護に多くの時間を割かれ、教育の機会を奪われたり、
友人関係の構築に問題を抱える子どもたちのこと。
　鑑賞後の意見交換では同様に支援の必要なワー
キングプアやネグレクトなどと比較し、ヤングケア
ラーは見た目に分かりにくいことや身近な人からは
「家族のために頑張っている偉い子ども」と見られ、
本人の苦しみや辛さを外部から気付き難いことで支
援の手が差し伸べにくいことが問題との意見が出さ
れました。
　そのほか､７月２９日に開催される工作教室でつくる
「ゴムゴム鉄砲」の試作を行いました。

大師地区青少年指導員　芝 厚志
大師地区青少年指導員会研修会

講演中の櫻井館長　

ボッチャボッチャボッチャボッチャ大大 会会

川崎市青少年指導員　川崎区だより　つばき
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令和５年度総会

新任指導員研修会
研修会実行委員長　八木橋　東二

　令和５年４月１６日（日）に川崎区役所会議
室にて、川崎区青少年指導員連絡協議会総会
を開催しました。
　令和４年度の事業報告、決算・監査報告、
そして、５年度事業計画案、予算案について
提案と承認を行いました。

　令和５年２月２５日
（土）カワスイ川崎水
族館にて、環境問題
に関心を深めるため、
中央地区指導員１３
名が参加し、研修会
を開催しました。

　青少年指導員会では、つばきで紹介した
イベントでの活動で皆さま、とりわけ子ど
もたちとの触れ合いを大切にしています。
　今後も様々なイベントや活動を予定して
いますので、皆さまお誘い合わせの上、是
非ご参加ください。
　青少年指導員一同、お待ちしております。

令和５(2023) 年は

東海道川崎宿起立４００年

　総会後に新任指導員研修会を開催しました。
　ゴールデンウイークに金沢能登半島で震度６
強の地震が発生し､大規模災害が身近に迫って
いることを肌で感じる日常です。
　研修会では､「避難所の開設･運営～その時皆さ
んの力が必要です～｣のＤＶＤ鑑賞と有事の際に
必要となる段ボール箱を利用した簡易トイレの
作り方やレジ袋を応用した三角巾の作り方を体
験してもらいました｡いざというときに町内会や
職場､ご家庭で役立てて欲しいと考えています｡
　これからも新任指
導員の皆さんと一緒
に地域の子どもたち
の安全と安心を守る
研修会を実施してい
きたいと思います。

１０月１２日（木）

１月14日（日）

２月

３月２４日（日）

１１月
１１月 25日（土）

自転車安全運転見守り活動（中央地区）

かわさき市民祭りに参加１１月 4日（土）
　　 5日（日）

星空ウォッチング（田島地区）

多摩川ファミリーウォーキング（大師地区）

大師地区青少年書き初め大会（大師地区）

こども文化センター対抗ボッチャ大会
（田島地区）

ふれあいファミリーウォーク
（中央地区）

編集後記編集後記

中央地区青少年指導員会研修会

行事予定

  私が子ども会の活動に初めて参加したのは約30年前のことです。
  当時の野球部の監督さんが知り合いだったことがきっかけとな
り、野球部の活動を中心にお手伝いするようになりました。
　昔と今では子どもとの接し方も異なり、大人たちは大きな声
で威圧的に接していたようですが、今日では子どもの意見を聞
くような話し合い中心の接し方に変わってきました。その中で、
自分の意見を自分の言葉で伝えられない子どもが多くなってい
ると感じます。子どもの話を聞こうとしても、子どもは叱られ
ていると思っているようで、なかなか言葉が出ず、意思疎通が
難しいことがしばしばあります。これは、習い事が多くなり自
由な時間が減ったことや、ゲームなど体を動かさない遊びばか
りするために、コミュニケーション不足が原因のひとつではな
いかと思います。今の子育て世代は地域とのつながりを持ちた
くない親が増えていて、その考えが子どもに伝わりいろいろな
ところに影響を与えているようです。
　最近、近所の大人と関わる機会がほとんどなく、話をしても
応えてくれない子どもが増えているように感じます。ただ、今
も昔も子どもの意識や思考は、私が考えるほど変わっていない
のかもしれません。変わってしまったのは、私たち大人の意識
かもしれません。これか
ら私たち大人は子どもに
対して今まで以上に正
面を向いて一人の人間
として接していくことが、
大人にとっても子どもに
とっても必要なのではな
いでしょうか。

川崎区子ども会連合会 体育委員長　吉田 一郎
子どもと接して思うこと
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